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二期作が行われているタイ・チェンライ県で見た日本米の田植え風景＝２０１９年１２月 

 昨年１２月中旬、マスコミの取材に協力・同行して、タイ北部チェンライ県などの日本米生産地域を視

察した。 

 

 以前から「ササニシキやあきたこまちはタイの在来種と交配されて品種改良されている」とか「ある会

社がタイでコシヒカリの生産に成功した」とかいったうわさは、よく耳にしていた。 

 

 タイ政府農業組合省米局、日本米の育種試験研究や種子生産の中心であるチェンライ県稲作試験場、そ

して信頼のおけるタイの大学や民間の専門家・研究者たちの話を聞いて分かったのは、６３年前の１９５

７年に国連食糧農業機関（ＦＡＯ）の支援事業により、２７種の日本米の種がタイに試験的に紹介された

ことだ（昔のこととはいえ自分が勤めていたＦＡＯが直接絡んでいたことに驚いた）。 

 

 そのうちタイの気候風土に適応性が高いと思われた１０種が試験栽培され、改良を重ねた結果、ササニ

シキとあきたこまちの２種類だけがうまく適応し、９５年に正式にタイで品種登録された。タイで呼ばれ

ている品種名はそれぞれ「ＤＯＡ（農業局）１」（ササニシキ）と「ＤＯＡ２」（あきたこまち）だ。 

 

https://www.niigata-nippo.co.jp/opinion/neasia/20200112518504.html#inline-content_01


 この二つの品種はタイの在来種と交配されたものではない。あくまでも元の品種が改良されたものだ

が、ＤＮＡを調べると二つとも、本来のササニシキやあきたこまちにある遺伝子的な特性の多くが失われ

ているという。「推測だが、山岳民族が栽培する日本米に似た陸稲と自然交雑したのではないか」とカセ

サート大学の専門家は指摘した。 

 

 チェンライ県稲作試験場の場長によると、コシヒカリは試験栽培された１０種類の中に選ばれたが、そ

の人気に反して栽培が難しく、いまだに改良試験の途中で、商業ベースでの生産や正式な品種登録の見通

しは立っていない。現在は主として他の品種との交配材料として、試験研究に使われているという。 

 

 つまりコシヒカリはタイでは品種登録や栽培許可が下りておらず、タイ産コシヒカリが生産販売されて

いるとしたら、日本から不正に種がタイに持ち込まれた可能性がある。タイ政府の日本米に対する監視や

規制が緩く曖昧なことが、原因の一つと考えられる。 

 

 世界的な日本食ブーム。政府統計では世界の日本食レストラン数は１２年前に比べて６倍に急増した。

日本米の需要はさらに増大するだろう。タイ産日本米の値段は日本産の米に比べて半額か３分の１程度

だ。しかし、味や品質ではとうてい日本産に追いつけない。海外での日本食ブームがさらに高まり、値段

は高くてもいいからと消費者が本物の味を求める時が必ず来る。その時のために、海外市場をしっかりと

見据えた日本の稲作であってほしい。 
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